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x一昭和12年八月13－14，14－15の爾夜に

行ひたる流星の計数槻測について（2）

流星課長　　小雨孝i二郎

（C）3人tCて認めたる場合
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括弧内賄一様の鰍で3人のみが認めたる流星数である・ABCi・L－F，

AB－D以下・A－C－E以下の三つのeqatこよって認め得蹴細則蜘

回することは2人の場合と同様である．

　三つの場合の亭均流星数を1人にて見得る李均流星藪で除すと，

　　第1の場合（ABC以下）　　　　　2・23

　　第2の場含（AB－D以下）　　　　2・45

　　第3の場合（A－C－E以ド）　　　2・61（最大の場合）

2：なる．父全部の・卜均をとれば　2・40となる．

　（D）　4人にて1認めたる場含
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鯉測者 隣顕 ｝1槻測者1流星数 二五者 1流瞳
ABCD 376（11） lA・C一・1416（・） AR－DE 436（0）

BCDE 413（1）
l　BCD－F　　　　　　405　（0）

RC－EF 4U（0）

CDEF 408（2）
［。D。＿AI433（。）

CD－FA 421（0）

DEFA 423（0） DEF－B　　427（0）

£FAB 405（0）
EFA＿Cほ28（・）　　　　　　　し

FARC 383（4） ・A・一黷S22（・）
皿　　　　　　　　

卒剛 ・・2・・1
’ド均　　42183　、い酬 422．67

　　　　　　　　　　　　　総イこ均　　414・13

　括弧内は各々その4入のみが認めたる流星藪である．ABCDの如く4人の

・親旧者が相隣接する場合よりもABC－D　3くはAB－DEの如く間隔を置いた

：方が多くの流星が認められることが知られる．三つの場合のAS三流三二を1人

の見得る雫均流星雨で除すと，

　　as　1の場合（ABCD以下）　　　　　2・78

　　第2の場合（ABC－E以下）　　　　2・92

　　第3の場合（AB－DE以下）　　　　2．93（最大の場合）

となる　全部の雫二心から計算すれぱ2．87となる．第3の場合がこの時では最

大であるが，4人の観測方位が90。づっ隔つ方が多くの流星を見得べきは理の

唖然で，との時は恐らく3以上の数値を取るであらうことは確かであらう．

　（E）5人の場合

嘲観測昏晦星剰観測 者 流　星　薮

ABCDE
aCDEF
bDEFA

472

S67

S83

DEFAB
dFABC
eA13CD

485

S67

S59

均 472ユ7

　5人tCて認め得たる干均流星薮を1人にて見得たる二巴流星敷で即せば3・27

となる．との場合5人が方向を720つつ攣へて観測する方が多くの流星数を認

め得べき事は明らかであらう．

以上第2班の得たる結渠を要約すれば下表の通りとなる，
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線 準 均 最
人
： 　　一l　　　，

観測者歎
流尾歎1幽門伺 △ 1流撒 相封値．

『　．　冒　　．一

_　　ムn1竃

1 144．3 1」x， 144．3 1．OO

一2 258．2 1．79 0．79 280．7 L95 α95

3 345．8 2．40 0．61 377．0 2．61 O．66

4 414．1 2．87 〔D。47 422．7 2．93管 0．32

5 4722 3．27 0．40 472．2 3．27莞 o．3～

6 521 3．60 0．34 521 3．61 〔｝．34

、＊最良の配列によつては今少し大なろ値奄ミろ筈であろ．

　（iii）纂3班の成緒

第2夜たる14『15の夜は雲の襲長年ならす一時舩細く雲に掩は磯あり

しも豫定の行動をとり槻鞭測了した・翻ll開始は23時15分である・前夜の如

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コく塒より1時15分まで15分間の｛木・蹴する・3”襯llll綿・3時10分より3時・10

分までの30州1は舳1こCo“ntせしめそ轍をll己録しt・1・翻嚇棚・哩・；，1、

攣化は下のグラフに示す通りである．

　　　　　　　　　　　　’君量童4t　5　Av∂t”　’15　tgS7）

10は全天皆雲の時，5は牛ぱ晴，他は之に準ずる．

　全槻測K’が共同して見たる流星敷は次表の通りである．

時　　　間 〆ll　噂　　問　i　　　　　／．．一．7一．一　　一　＿＿

「
　
時
　
　
聞
ヨ
「 1〆

h　　m　　h　　m l　hmhm　l
　　　　　　』－　　．　一

?@m　h　m 一2315－2330 5　　　03｛1－100 27 13U－20｛， 31
1

1

2330－210〔1 13　　　100－l15
@　　上

休止 1　2eO一一230 39

0　0－030
371　115－130　　　1 5 11　230－3α〕

撃
41

『　　　　　　　　　　　　　菊悪　言卜　：　198

奈平均雲量は4・5であり清澄度は良好であった爲Facto「を0・4として確ら

レき流星数の修正値を計算すれば495個となる・これを13－14の夜の相印する
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流星数と比較すれば略一致して居り，前夜に劣らぬ流星が出たものと考へられ

る．

　5分間直の流星は雲多かりし爲意味がないので省略し，前夜の結果と同様に

先づ198個の流星を各員が如何に見たるかを示す．

　1人のみが認めたる流星敏は

　2人のみが認めたる流星藪は

　3人が同時に見たる流星数は

　4人が同時に見たる流星数は

　5人が同時に見たる流星数は

　　　　合　　　　計

（A）1人にて認めたる流星藪

123

52

14

　9

　0

198

観　　測　　者 1人が見†二ろ流星薮 P人のみ槻妨流鞭

A 57 29

B 40 9

C 62 25

D 58 23

E 54 21

F 36 16

4・　均　1 51．17 1

（B）2人にて認めたる流星歎

槻測者
／
κ 観測者

／　1｝ 酬司　一　幽　…　　　　圃

／
ゴ

AH 84（7） A－C 112（1）　1 A－D 109（2）

Rc 82（5） 君＿1｝ 84（2） 13＿E 88（2）

CD 94（10） C＿E
1・5（1）1

C－F 95（0）

DE 97（5） D＿F 90（2）

EF 76（9） E＿A 104（3）

FA 87（3） F＿B 74（0）

準酬 86．67 1陸均 1・・831 挙瑚 97．33

1

　　　　　　　　　　　　　総孕均　92．07

　三つの場合の準均流星敏を前夜の例tc徴って1人にて見得る卒均流星藪で除

すと
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xs一
　　第1の場合（44．5。の距角）　　　　　1・69

　　第2の場合（840の距角）　　　1・95

　第3の場合（100。σ）一角）　　　　　1・90’

となる．叉全部の場合の半半をaRしば1・80・tsる三値を得る・

　（C）　3人にて認めたる場合

槻測者 ／ 11槻測者
1　　　　　　　　　　　　　　　　　［

@　　／　　1　　　　　　　　1

槻測者
［　　　　、
P　〆

@　　　　「 @一P
一　．

AI｛C 124（1） I　AB－Dh
】25（1） A－C一一一E 150⑩）

1‘CD　　l　　　　　I 111（6） i　Bc－E 124（0） R＿D－F l14（o）

c．Dl・；　1 130（3）

I
　
C
I
レ
F
】

123（0）

PEFト
dFA

117（1）

P23（2）

I　DE＿AIl　1・IF一一B
1
　
1
4
0
（
0
）
l
I
　
1
0
9
（
①
1FAB II2（0） Ii・A一・1 i　　139（0）

IAB＿E　l
?Ec一■

126（0）

撃P4（0）

｛ ［　CD＿A　1 141（0）
1

1

i
I
l

I　DE－B　l
@　　　　　　iII　EF－C　i

119（0）

P26（0》

I　FA－D　1 135（0｝
I　　　　　　　I

準　　均 119．5 1陸　堀 125．9 1ン1・均1
一　132．0

」

　　　　　　　　　　　　纏　エト　∫り　　　　］25．1

三つの場合の糊流轍揃と同様1人をこて見得た7・　2P’均流星数で除すと，

　第1の蝪合（ABC以下）　　　　　2・3斗

　第2の場合（AB－D以下）　　　　2・46

　第3の場合（A－C－E以下）　　　2・58

となる．次に全部についての総李均数を用ひて計算すれば2・45となる．

　（D）　4人にて認めたる場合

槻測者’ ［／　1 槻測者 1／ i槻測名・ 1　〆一一
1

一
A1玉CD 151（2） ABC－E 156（D　l AB－Pl・1 ］56（｛，）

BCDE
1夢）（3）i　　　　　　I

BcD－F 144（0）　1 Bc＿EF 143（0）

C1♪EF

h｝P；FA

】52（1＞1

z58（o）1

CPE一．、

cEF一・｝3

】72（1）　　　　　　…

P42（O）

C1｝一FA 165（o）

EFAI3 139（0）1 EFA＿C 163（0）
1

FABC： 1・18（】）Ii FAB－D 150（0）　i

～
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巨船114・・ 雪庇・5…
ミ
　

1博　均 ・5・

　　　　　　　　　　　　　　系恩zド」吻　　　　152．5

　1rつの場合について商工流星藪を1人にて見得る流星数を除すと

　　第1の場合（ABCD以下）　　　　　2・92

　　第2の場合（ABC－E以下）　　　　3・02

　　第3の場合（AB－DE以下）　　　　3・02

となる．総挙回数について計算すれば2．98を得る．

　（E）　5人にて見たる場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　12，　ta－1

　5人にて見たる平均流星敏を1人にて認め得たる干均流星数にて除せば3．4S

となる．

以上第3班の結果の要貼を表記すれば下の通りとなる・

観　測　者 流　星．　数

@ABCDE
@BCDEF
@CDEFA

181（0）

P68（0）

?W8（0）

槻　測　者

1｝　EFAB

F．　FABC

コFABCD

李　　　均

流　星　薮

　172　｛O）

　174　（O）

　176　（O）

　176．5

総 李 均　li 最 大 値

槻測者敏

劇職1棚副 △ 睡剃相識 △mx

1
’　　51．2 LOO 0．80 5L2 1．00 0．90

2 92．1 1．80 0．65 97．3 1．90 0．68

3 125．1 2．45 0．53 132．0 2．58 0．44

4 152．5 2．98 0．47 154．7 3．02曇 0．↓3

5 176．5 345 0．42 176．5 3．45管 0．42

6 197　　　1 3．87 197 3．87　　　1

　　＊最良の配列i：よっては今少し大tgろ値たεろ筈である．

　4．結論
　以上昭和12年八月13－14，14－15の繭夜行ひたる團艦計数槻測について計

爵翻肪法及観測結果vaついて述べたのであるが・この観測の主要目的は最

初蓮べた如く槻測人員と流星数との關係即ち相封数Relative　Numberを求む
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Q天zz　219

るにあった．

この描破こついて醐2班及第3礁於略々蹴に期・葭を凝しk、，

であるが，儲がかなりよく一致してみることは注意すべきことであ・煽、

し最も確らしきf膨む爲脚f尋たる相蜘こ・馴上略卜糠考
慮して，瀦に3・儲に1岬ン声Weightを附し砕繍を毎融し1・，　」lv，

結果は下表の通りである．

Komaki， K．

一
NewtOI1，　IL A， K。maki

＼　，k

槻溢者敦
総」 ・・ 最 大 値

Oct． 　　　　　9Q5．1936

一
1 】．00 1．00 LOO 　　　　一、「、、

P．00

2 1．79 L94 1．95

、
3 2．41 2．60 257 2．SO

4 2．90 2．95 臆 3．08

、
5 3．32 3．32 愚 3．40

、
6 3．68 3．68 ｛

3．69 3．68

、　即ちNewtonの得たる結果と

極めてよく一致してみる事が看

取せられる．叉1936年十月25日

に行ひたる観測よりの誘導1直と

もよく一致してみる．故に上記

の数値は相手に信を置V、てよい

ものではなV・かと思ふ．グラフ

上に最大値をplotすれば下の

通りになる・（総二二よりも最大

値の方が重要であるから．）

　各国を結ぶ曲線をびいたが4

人及5人の場合は理論的に其の

最大値を取り得ないので，大約

3．05及び3．40を通る様にした．

　更に自分は観測者数と相封歎

との闇の藪學丁丁係を見る爲に

5

3

2

↑
相
対
数

．

．

瀦巌　
り
3
漫

2
観

－
↓
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實験式の設定を試みた．巨Pち1人（1．00）3人（2・60）及び6人（3・68）の値を

用ひ，原鮎を通る三次方程式を假定して次の如き式を得た・

　　　　　　　O．128　ya　一　O．365　y2　十　1．237　y　一　x　＝　O

　この式より観測者鐵に相慮する相封数を計算すれば下記の通りとなる．これ

にNewton及び自分の得た値との差を併記した．

1　　和封藪

@　（計　算）

1・・・・・・・…　1　・・ KOmaki

翻聾者歎
親　測　・一。　　　　・一・

　　　　　　＿　　一　一　一　」　　一　　．

w測
」　　　』P

・1・⑳　「 1』・　1　・ρ・　！　1…　1 0．00

2
3

1．97

Q．60

L95

Q．57

十｛工．02

|0．03

L94

Q．60

十〇．03

@0．00

4
5

3．05

R．40

3．08

R．40

十〇．03

@0．00

2．95＊

R．32＊

一〇．13

|0．08

6
7

3．68

R．93

3b9　1－0．Ol　13．68　　　　　　3・94　i－0・Ol
0，〔〕0

81　　　　　　　4．15　　　　4．1591435

0．00

10

P1

4．53

S．69

12

P3

　　　　　　1
S・83

@
i
4
・
9
7
　
i

14

P5

5．11

T．24

・6i・駈　1 ｝　　i

　計算値と観測値との差は少く爾者がよく一致する様である．9人以上の値に

ついては二三の研究に侯たねばならない．（完）
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牛


